
学校経営方針

1 徳島県教育の基本方針

2 徳島視覚支援学校の使命

3 目指す学校像

（１） 幼児児童生徒の人権を尊重し、一人一人を大切にする教育を学校におけるすべての教育活動をとおして行う学校

（２） 視覚障がいや多様な障がいのある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導及び必要な支援ができる学校

（3） 視覚障がいの専門性を校内外で発揮できる学校

4 本年度の重点目標

（１） ＩＣＴを効果的に活用するなど，幼児児童生徒の障がいの状況や適性に配慮した分かりやすい授業，学校行事，生徒指導，生活指導を実践する。

（２） 幼児児童生徒の可能性を見据え，発達段階や適性に応じた進路指導の充実を図る。

（3） 地域での視覚障がい等に対する専門的支援と理解啓発，及び本校の教育活動に関する周知活動を推進する。

（4） 会議の在り方を工夫するとともに，可能な限り校務の省力化を図ることにより，働き方改革を推進する。

令和３年度　学校評価　総括評価表
徳島県立徳島視覚支援学校

「徳島ならでは」の教育により、大きな夢や高い目標をもって、困難にぶつかっても挑戦し続け、未来を切り拓いていく、本県の宝である「人財」の育成を目指します。

徳島視覚支援学校は徳島聴覚支援学校と同じ校舎内に独立して併置する全国でも類のない学校である。両校が連携・協働し、「幼児・児童生徒の夢と希望につながる

保育・教育」を行うととともに、県内唯一の視覚障がい教育を担う学校としての役割を果たし、「共生社会の形成につながる特別支援教育」を推進する。
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目標

目標

ＩＣＴを効果的に活用するなど，幼児児童生徒の障がいの状況や適性に配慮した分かりやすい授業，学校行事，生徒指導，生活指導を実践する。

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

・ICT機器やコミュニケーション代替機器などを活用し，生徒が少ない支援で自主的に取り組む授業の実践・検討を行う。

・ICT機器やコミュニケーション代
替機器などを活用した授業実践
のケース会を行い，生徒が自主
的に学習活動に取り組むための
効果的な活用方法を検討する。

①各クラスで使用しているICT機器など
の使い方を教員間で共有し，効果的な活
用方法について検討する。（年間１回以
上）
②①などを用いた授業実践のケース会
を行い，授業改善を行う。（年間６回）

①１学期に１回，２学期に２回行ない，教員間でア
プリやICT機器の使い方を詳しい教員に教わった
り，操作などの体験をしたりした。
②目標回数に達しなかったが，各教員が授業で
取り組んだ学習活動や使用したアプリ，コミュニ
ケーション代替機器などを紙面にまとめ学部内で
共通理解を計った。

ICTを有効に使って
ほしい。機器が使え
ないと発展がない。
うまく使える人材に
なってほしい。

・GIGAスクールで支給された生徒
用iPadはアプリのダウンロードなど
で制約が多く，現在は余暇活動で
動画視聴などの利用が主となって
いる。また，視覚と知的障がいを併
わせ有する生徒も自分で操作をす
るのが難しいなどの課題がある。た
だ，どの教員もICT機器やコミュニ
ケーション代替機器などを学習活
動に取り入れているので，生徒自
身が効果的に活用していけるよう
に，今後も教員間で情報交換した
り，相談や助け合いができるように
したい。

重点目標 (１)

Ｂ

具体的な活動計画

中
学
部

高
等
部
普
通
科

社会参加・自立をめざし，生徒一人一人に応じた学力や体力の向上を図る。

iPａｄやＵＤブラウザーを活用し，
生徒一人一人の見え方や適性
に配慮した授業・学校行事に努
める。

①生徒一人一人の見え方や適性に配慮
できるように教材研究を行い，iPａｄやＵ
Ｄブラウザーを授業・学校行事に活用す
る。
②生徒自身がＩＣＴを活用する機会を学
期ごとに1回以上は設定する。

①Ｚｏｏｍを用いてのオンライン講座を実施したり，
ＵＤブラウザを活用したりして，生徒の見え方に応
じた教材提示を行うことで，生徒の理解を促すこと
ができた。
②とくしま特別支援学校技能検定（ＩＣＴ）にも取り
組み，ＩＣＴスキルの向上と共に検定で１～２級を
取得することができた。また，キャリアパスポート
や就業体験報告会のプレゼンテーションをＰｏｗｅｒ
ｐｏｉｎｔを使って作成した。

Ａ

家庭学習にも使える
といいと思う。

②ＩＣＴを活用した取り組みをはじ
め，生徒に応じた学力や体力の向
上につながるよう，教材研究や情
報交換を行い，学習の成果を共有
する機会を設ける。

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見
具体的な活動計画
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目標

目標

職
業
学
科

具体的な活動計画

生
徒
活
動
課

生徒全員からＩＣＴを活用することで，学習がしやすくなった，生活がしやすくなったとの意見が出る。

各生徒に適したＩＣＴを提示し，活
用を促すと共に，教職員間で使
用方法を共有し，生徒からの相
談に誰でも対応できるようにＩＣＴ
研修を行う。

教員研修は３回行い，教員間で使用方法などを
共有した。生徒全員がICTを活用することはな
かったが，ICTを使用した生徒の使い方に関する
質問などへ丁寧に対応した結果，活用することで
学習しやすくなったという意見が出た。

B

評価指標

評価 学校関係者評価

・例年実施されている生徒活動
課担当行事について，実施方法
の改革を図る。

・体育祭，文化祭等の大きな行事につい
ては検討会を設け，各学部や幼児児童
生徒の実態に則した実施ができるように
する。
・実態が大きく異なる多様な幼児児童生
徒が，一緒に参加できる形態を検討す
る。
・オンラインであれば実施が可能な行事
については，オンラインで実施をする。

・体育祭については，実施方法に関して，管理職
を含めた検討会を設け，文化祭については，各学
部の意見が反映されるよう，学部ごとの検討会を
設けた。
・体育祭では中高等部の種目において，例年実
施している競技を変更し，より多様な実態の生徒
が一緒に参加できるものにした。
・生徒の実態や感染症拡大防止に配慮し，５つの
行事についてオンラインでの開催の方式を採用し
た。

Ａ

様々な大会、コン
クールなどは活動の
場、参加する喜びな
どがある。個人情報
の観点から参加しな
いということもあると
思うが、チャレンジし
てみる機会、やって
みる機会として捨て
がたい。

・中国四国地区弁論大会など，氏
名等の個人情報を提供することが
前提の行事もあるが，個人情報の
提供を可としない家庭および児童
生徒が増えてきており，大会等に参
加を促すことが困難になってきてい
る。

具体的な活動計画

次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

提示したＩＣＴの研修を１回以上行い，生
徒の相談にいつでも乗れるようにする。

タブレットを多様し、
効果的な授業をして
もらっている。

生徒全員に対してICTを使用するメ
リットを理解できるよう伝えるととも
に，トラブル対応方法も身につけら
れるよう支援していく。また，より効
果的なICT機器の紹介も行ってい
く。

学校関係者の意見

オンラインでの開催などの方法を取り入れ，障がい種別や心理状態の異なる，多様な幼児・児童生徒の在籍に対応した学校行事を実施する。

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見
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目標

目標

研
究
・
情
報
課

幼児児童生徒の実態に応じた
分かりやすい授業を実践するた
めに，視覚障がい教育に関する
研修や教員の「言葉」を大切にし
た授業を実践し，専門性の向上
を図る。

「自ら考え，行動する力を！　～見直してみよう　いつもの授業～」をテーマに指導力・授業力向上に向けた研修を実施する。

学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策

人
権
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
課

幼児児童生徒の発達段階に応じた人権教育の充実を図る。

・４月に新転任者研修（６回）及び個別の教育支
援計画・個別の指導計画の研修を実施した。
・視覚障害教育研修（１２回）実施した。
・６月に研究・公開授業の計画を作成した。 Ａ

学校関係者の意見

・特定の教員に負担がかからない
よう講師の調整を行っていく。
・要望を取り入れた研修内容の検
討。
・令和５度年以降の指導力・授業力
向上に向けた研修テーマの検討。

評価指標

評価

・モニター等は，講師の要望で資料無しで話すと
のことだったので使用しなかった。12 月17 日に高
等部普通科と手技療法科，専攻科１年生徒を対
象に講演会を実施し，人権問題を考える機会と
なったが，満足度は50％にとどまった。

B

具体的な活動計画 評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見
具体的な活動計画

・4月に実施した人権意識調査の結
果関心の高かった「いじめ問題」に
ついて，徳島県人権教育指導員に
協力をいただき打ち合わせを行っ
て実施をした。打ち合わせでは，生
徒の年齢層が幅広いことやいじめ
を受けた経験があることに配慮して
ご自身の経験からのお話をしてい
ただくことになったが，聞き手の生
徒にとって重点やまとめがわかりに
くいものとなってしまい，満足度も
50%にとどまった。次年度は，高等
部の生徒の実態より，講演会では
なく，日々の授業の中で人権教育
を充実できるよう目標を設定した
い。

・生徒対象の人権教育に関する
講演会を通して，身近な人権問
題を考える。

・モニター等を活用し，個々の生徒の見
え方に配慮して高等部生徒を対象に12
月中に講演会を行い，70％以上の満足
度を得る。

①新転任者研修を実施する。
②個別の教育支援計画・個別の指導計
画の研修を実施する。
③視覚障がい教育研修を実施する。
④研究・公開授業の年間計画を作成す
る。
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目標

目標

幼
稚
部

具体的な活動計画

小
学
部

具体的な活動計画

重点目標（２） 幼児児童生徒の可能性を見据え，発達段階や適性に応じた進路指導の充実を図る。

カバンの片付け・準備や食事，排泄に関すること等，身の回りのことを自分でしようとする意欲を高める保育を実践します。

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

・幼児が，自分でかばんの片付
け・準備や食事，排泄に関する
ことに取り組めるような保育活動
を実施します。

・個別の指導計画の身辺自立に関する
目標の評価が，80％以上◎か○にな
る。
・進級児については昨年度の方法を引き
継ぎ，ステップアップが可能な場合は，そ
の都度共通理解を図る。
・「保育のふり返り」の中で，自分で取り
組めた時の状況や幼児の様子，手立て
について共通理解を図る。

・身辺自立に関する目標の評価は，◎か○が
100％だった。

・日々の振り返りの中で，幼児の様子や手立てに
ついて共通理解を図った。

・昨年度の方法を引き継ぎ，共通理解を図りなが
らステップアップをすすめた。

B

学校には０歳児から
相談していて、不安
なこと分からないこ
とも多く、子どもにも
身につけていってほ
しいことがたくさんあ
りました。年度前
半、いろいろな提案
をしてくださったの
は、とてもありがた
かったです。

・次年度も継続して，自分の身の周
りのことに取り組む意欲が高められ
るような保育活動を目指す。手立て
についても共通理解を図る。

評価指標

評価

個人に合った教材
等を用意してくださっ
て，自分でできるこ
とが増えていてあり
がたいです。

・新入生が入学予定である。進級
生も含め，より丁寧に一人ひとりの
発達段階や実態に応じた指導・支
援のため，教員の知識や専門性の
向上が必要である。

次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況

評価指標

評価 学校関係者評価

児童の実態や目標について学
部内で共有し，指導の手立てや
支援方法について話し合う。

・児童一人一人の自立活動シートを作成
し，指導すべき課題の整理をする。
・学部研修で児童のケース会を年間６回
以上実施し，自立活動の時間における
指導や個別の指導計画の目標・手立て
について学部内で共有する。
・ケース会では，使用している教材や授
業の様子の動画も活用する。

・児童一人ひとりの自立活動シートを作成した。
・学部研修において，自立活動の時間における指
導や実態についての共通理解を図ったり，作業療
法士による授業コンサルテーションでの指導助言
を共有したりする等をして，計６回ケース会を行っ
た。
・ケース会では，授業の様子を動画で見たり，使
用している教材を実際に見たり触ったりした。

次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

B

一人一人の発達段階や適性に応じた指導・支援方法を充実させ，課題となっていることに取り組もうとする意欲を高められる教育活動を実践します。

学校関係者評価
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目標

目標

教
務
課

①各学部・学科において教育課程につ
いての検討会を学部会等の中で２回以
上実施する。
②年度末にアンケート等で意見を集約
し，来年度の教育課程や時間割編成に
活かせるようにする。
③検討後，各学部・他の課とも連携し，
個別の指導計画等に反映できるように
するとともに，全体に周知する。

学校関係者評価

各学部・学科の教育課程の検討を通して，幼児児童生徒の発達段階に応じた授業作りや進路指導につなげられるようにする。

次年度への課題と
今後の改善方策

高
等
部
普
通
科

具体的な活動計画

必要な情報はその都度共有し，学期に1
回以上，保護者・本人・担任，進路に関
する話し合いには必要に応じて進路指
導主事を交えて面談を行う。

移行支援会議などの計画的な実施に加え，それ
ぞれのクラスに応じて，本人，保護者，担任，進路
指導主事とともに面談を実施した。送迎の際や電
話等でも密に連絡を取り合った。

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

保護者との情報共有の機会を定
期的に持ち，相互の理解を深め
る。

B

生徒の可能性を見
いだし伸ばす指導・
教育をお願いしま
す。進路の選択肢
が広がるといいなと
思います。

引き続き，幼児児童生徒の発達段
階に応じた授業実践を行えるよう，
教育課程の見直し・検討を行う。指
導要録作成等，学校支援システム
のスムーズな活用について，全体
へ周知できるよう，教務課内で研修
を行う。

評価指標

評価

Ａ

個別の指導計画に
従って、学校と家庭
がベクトルを合わせ
て取組をさせていた
だけています。

新入生が，高等部での生活をス
ムーズに送れるよう，中学部の教
員や保護者との連携をとり，積極的
に研修などを行う。

評価指標による達成度
及び活動計画の実施状況

総合評価
（評定）

学校関係者の意見

　幼児児童生徒の発達段階に応
じた授業実践を行えるよう，各学
部・学科で令和４年度の教育課
程について検討する。

具体的な活動計画

①小学部では，はじめに教頭・学部長・教務課長
と教科の表記や教育課程について検討会を実施
した。８月下旬には学部でも検討会を実施し，児
童の教育課程について話し合いを行った。中・高
等部では，知的代替や自立活動主である重複ク
ラス課程の見直しを行い，検討・変更した。また，
高等部では，来年度からの新学習指導要領実施
に向け，教科・単位等の検討を行った。また，各学
部・学科それぞれ２回以上，検討することができ
た。
②今年度の時間割の運用等を踏まえ，各担任や
授業者に次年度の時間割についてのアンケート
を実施中である。
③各学部検討後，教務課内で情報を共有し，教
育課程，個別の指導計画における教科の表記，
記入内容について再確認した。学校支援システム
を活用した指導要録の様式に反映できるよう，２
月中旬に全体に周知を行う予定である。

保護者と連携を図りながら，協働し合い，生徒一人一人に応じた成長を促す。

評価指標
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目標

具体的な活動計画

人
権
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
課

幼児児童生徒のライフステージや発達段階，適性に応じたキャリア教育及び進路指導の充実を図る。

・各学部・学科で発達段階や適
性，本人や保護者のニーズに応
じた活動や評価（チャレンジ
ウィーク，施設見学，職場体験，
就業体験，キャリア評価等）を実
施する。

・幼稚部・小学部では，家庭と連携して
チャレンジウィーク（お手伝い活動）に取
り組み，評価表の提出（実施率）が80％
以上を得る。

・中学部1年生は，施設見学や職場体験
を１人１回以上実施する。

・高等部普通科は，施設見学や就業体
験を１人１回以上実施する。

・高等部手技療法科・鍼灸手技療法科で
は，来年度以降の施設見学や職場体験
を充実したものにするため，キャリア評
価を実施する。

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

・夏期休業中に家庭と連携してチャレンジウィーク
（お手伝い活動）に取り組んだ。幼稚部・小学部で

は，評価表の提出が87％であった。

・中学部１年生は，２カ所の施設で見学を実施し，
３年生は２カ所の施設で体験を実施した。生徒の
実態や本人・保護者のニーズに応じた場所で１人

１回実施をすることができた。

・高等部１年生は，２カ所の施設見学を実施し，３
年生は進路に応じて１人１～３回実施した。

・高等部手技療法科・鍼灸手技療法科では２回の
キャリア評価を実施した。

A

施設見学など，個別
に対応してくださるこ
とで一人一人を大切
にしていることが伝

わってきます。

・幼稚部～高等部普通科で実施し
ているチャレンジウィークについて
は，個人懇談等で保護者や本人と
話し合い，発達段階に応じた内容
で取り組むことができていた。次年
度も家庭と連携をしてステップアッ
プやチャレンジをしていけるよう教

員に周知徹底していきたい。
・コロナウィルス感染症のため，見
学や体験について，制約がある期
間があったが，時期を調整すること
で無事に実施をすることができた。
次年度も制約がある期間や施設等
がある可能性があるため，施設や
事業所との調整や感染症対策を徹
底して，関係機関や保護者と連携

して実施をしていきたい。
・高等部手技療法科・鍼灸手技療
法科で実施したキャリア評価では
生徒それぞれの課題を確認するこ
とができ，来年度以降の就職に向

けたキャリア指導につながる指導を
行っていくことを確認した。

7



目標

目標

Ｂ

渉
外
・
安
全
課

具体的な活動計画

具体的な活動計画

サ
ポ
ー

ト
課

・校内外の相談に対応する人員が
大きく不足しており，相談支援活動
や啓発活動が滞っている。課の枠
を超え，学校全体としてセンター的
機能を展開する人員の育成が望ま
れる。

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

・定期的な支援ができているケース
は今後も継続する。次年度は，今
年度の相談支援活動が少なかった
対象児・生に対して，より積極的に
連絡を取り，相談支援を行う。

・県下全域の園や学校，眼科に
対し，本校のセンター的機能に
ついて啓発するチラシを送付す
る。

・本校の相談活動（来校相談・巡回相
談），乳幼児教育相談，弱視通級指導教
室，児童生徒・職員・保護者に対する研
修支援活動等についてまとめたチラシを
作成し，送付する。

地域住民や徳島聴覚支援学校と連携し「防災体験活動」を行うことで，地域とのつながりを深めると共に，障がいに対する理解の推進を図る。

重点目標 （３）地域での視覚障がい等に対する専門的支援と理解啓発，及び本校の教育活動に関する周知活動を推進する。

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見

Ａ

内容の濃い防災訓
練ができている。学
校が全面的に協力
してくださり、地域が
頼る形になってい
る。災害発生時に学
校を開放した場合の
運営について訓練
ができた。連携が良
い状態となってい
る。地域が学校に対
して貢献できること
はないかと考えてい
る。

・福祉避難所としての役割を果たす
ための知識を身につけていきたい。
・「学校と地域との共助」という観点
からも，障がい児・者への理解を深
めていただけるように，今後も合同
防災学習を継続し，交流を深めて
いきたい。

地域の園や学校に在籍する視覚障がい児に対して積極的な相談支援活動を行うとともに，本校の教育活動やセンター的機能について県内全域に周知する機会をもつ。

・視覚障がい児・生が在籍する
地域の園や学校に対し，相談支
援活動を提案し，実施する。

・各学期に１回以上，対象児・生が在籍
する学校と連絡を取り，巡回相談や来校
相談の実施について提案する。
・それぞれの視覚障がい児・生に対し，
年１回以上の相談支援活動や情報提供
を実施する。

・年度初めのあいさつや弱視学級担任者研修会
を通じて，各担任やコーディネーターと１回以上連
絡を取り合うことができた。その後の支援につい
ては，それぞれの対象児・生によって回数や相談
実施形態が異なるが，電話相談，巡回相談，来校
相談，情報提供などを２５回実施した。

①教職員が地域住民に視・聴覚障がいの特性
や，学校の設備について説明をしながら訓練を行
うことができた。
②徳島聴覚支援学校や地域の方を含め，約６０
名の参加者が２班に別れて，新型コロナウイルス
感染症対策を踏まえた避難所の初期対応訓練を
行った。受付の流れ，防護服の着用，テントの設
置，避難所運営側と避難者側に分かれての初期
対応訓練等，それぞれが体験したり役割をこなし
たりする中で，スムーズな避難所開設にあたって
必要な事項や物品を確認することができた。

・県下の新型コロナウイルス感染状況を考慮した
こと，校内の相談体制が十分に整わない状況で
あったことなどから，積極的にチラシを送付する啓
発活動は実施することができなかった。

視覚障がいへの理
解はまだ乏しいと感
じます。支援と啓発
を行っていただきた
いです。

Ｂ

・地域住民に校内の施設設備を
周知し，幼児・児童生徒の教育
活動を知ってもらうと共に，地域
の防災避難施設としての役割を
果たすため，地域住民と聴覚支
援学校と共に，感染症対策をふ
まえた合同防災体験活動を行
う。

①徳島聴覚支援学校の担当者と連携
し，地域住民に施設整備を周知する。
②感染症対策をふまえた避難所を想定
した合同防災体験活動の実施をする。
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目標

寄
宿
舎

重点目標（４） 会議の在り方を工夫するとともに，可能な限り校務の省力化を図ることにより，働き方改革を推進する。

業務の精選や会議の効率化を図る。

・個人情報の取り扱いに注意し
つつＩＣＴを効果的に活用する。
・事前に担当者が検討議題をホ
ワイトボードに記入し,  会議を効
率的に実施する。

・iPadの基本的活用, アプリの使い方,
データを守るための方法等を学び, 業務
の効率化に取り入れる。
・会議の開始と終了時間を明確にして,
検討等が必要な内容に優先順位をつけ
る。
・会議の時間を1時間以内に設定し, 会
議を予定時刻までに終了することのでき
た日が, 年間実施日の８０％以上であ
る。

・ICTサポーターよりiPadでのZoomの基本的な操
作方法, 視覚障がい者のためのアプリの活用方
法, 教育Cloudの使い方の研修を受け, 基本的な
使い方を習得した。また業務の負担を軽減できる
よう, 職員間での連絡事項や資料の共有などに
Teamsを活用している。
・会議の開始時間と終了時間を表に記入したり,
予定時間を設定したりしたことで職員全体の意識
が高まり, 協力体制ができた。また議題を事前に,
検討事項と連絡事項に分け，優先順位を付けて
話し合うことで，会議時間の短縮につながった。
・寄宿舎全体会議・視覚職員会議を予定時刻まで
に終了することのできた日が, 年間実施回数の８
０％以上あり目標を達成した。（８０．３％：４５回／
５６回中）

A

会議の前に資料を
配り、会議までに読
んで考える時間を作
ることが大切と思う。
そうすると会議の時
にいろいろと意見が
出て、会議が活発に
なる。

・今後はICT研修で学んだ知識をも
とに職員間で情報共有をしたり，使
い慣れた職員が他の職員に使用方
法を伝達したりして, 職員の資料作
りや舎生の支援に活用できるように
する。また引き続き, 合同行事や舎
生の情報保障にICTを活用したい。

・事前に検討内容や連絡事項の内
容を職員間で周知しておくことで，
検討時間の短縮と，十分な職員間
の情報共有に努めていきたい。

評価指標

評価 学校関係者評価
次年度への課題と
今後の改善方策評価指標による達成度

及び活動計画の実施状況
総合評価
（評定）

学校関係者の意見
具体的な活動計画
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